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川
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

②
保
護
者
が
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

（
内
職
な
ど
）

③
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
問
が
な
い

場
合

④
保
護
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

場
合

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
障
害
者
が
い

る
た
め
に
、
保
護
者
が
看
護
に
あ

た
っ
て
い
る
場
合

⑤
火
災
・
風
水
害
・
震
災
そ
の
他
の
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

※
た
だ
し
、
同
居
の
親
族
、
そ
の
他
の

人
で
も
保
育
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
入
国
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
人
員

▽
遠
賀
川
保
育
園
　
九
十
人

▽
南
部
保
育
園
　
　
百
二
十
人

▽
山
び
こ
保
育
園
　
百
二
十
人

●
受
付
期
間
　
1
月
4
日
　
（
火
）
－
3
1

日
　
（
月
）

●
申
し
込
み
方
法
　
入
所
申
込
書
　
（
役

場
福
祉
係
、
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
入
園
希

望
の
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
係
、
ま
た
は
各
保
育
園
へ
。

遠
賀
川
保
育
園
　
（
2
9
3
）
　
0
1
8
4

南
部
保
育
園
　
（
2
9
3
）
　
2
2
5
6

山
び
こ
保
育
園
　
（
2
9
3
）
　
2
2
2
7

建
設
業
で
働
く
皆
さ
ん
へ

建
設
業
退
職
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
よ
り
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
建

設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
福
祉
対
策
の

一
環
と
し
て
設
け
た
も
の
で
す
。
掛
金

は
一
日
二
百
六
十
円
で
、
全
国
ど
こ
の

建
設
現
場
で
働
い
て
い
て
も
事
業
所
に

雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
て
退
職
金

を
支
払
う
業
界
退
職
金
馴
鹿
で
す
。

詳
し
く
は
、
建
造
共
福
岡
県
支
部
℡

0
9
2
　
（
1
6
1
）
　
0
3
3
5
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
募
集
定
員
　
▽
機
械
シ
ス
テ
ム
系
＝

五
十
人
▽
屯
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系

＝
一
十
人
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
系
＝
囲

十
人

●
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
　
（
平
成
6
年
3
月
卒
業
見
込
み
の

人
を
含
む
）
　
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人。
●
受
付
期
間
　
1
月
的
日
　
（
月
）
　
～
2
8

日　（金）

●
試
験
日
　
2
月
同
日
　
（
木
）

●
試
験
地
　
福
岡
市
や
北
九
州
市
な
ど

九
都
市

●
受
験
料
一
万
五
千
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
川
内
職

業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務
課

〔
鹿
児
島
県
川
内
市
高
城
町
二
五
二

六
℡
0
9
9
6
（
2
2
）
2
1
2
1
〕

運
輸
省
唐
津
海
員
学
校
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す

●
募
集
人
員
　
四
十
人

●
受
験
資
格
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
6
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

を
含
む
）

●
修
業
年
限
　
三
年

●
受
付
期
間
　
1
月
1
0
日
　
（
月
）
　
～
2

月
9
日
　
（
水
）

●
試
験
日
　
2
月
1
3
日
　
（
日
）

●
試
験
地
　
北
九
州
市
（
門
司
）
　
な
ど
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％g診
問い合わせは

保健衛生係

12月30日から1月3日まで

ゴミの収集はお休みです
12月30日（木）から1月3日（月）

まで、ゴミの収集は休みになります。

休み前後の収集日は、ゴミの量が増
えるため、収集車の台数を増やして
対処します。

このため、普段に比べて収集時間
が早くなる地区があります。ゴミは、

収集日の朝7時から8時までに出す
ようになっていますので、ご協力を
お願いします。

生ゴミの水切りにご協力ください

台所から出る生ゴミの水切りをき
ちんとしていますか。
水切りの状態が悪いと、ゴミ収集

車から生コミの水分が道路に流れ出
て悪臭の原因になります。

残飯や野菜くずをいれる三角コー
ナー用のゴミ袋を使うなとして捨て
る前にひとしぼり。また言捨てる前
にしばらく時間をおくなどのちょっ
とした工夫で多少の水分は切ること
ができます。

妊
婦
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
月
1
0
日
　
（
月
）
午
後
1
時

5
0
分
～
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
場
保
健
室

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
新

生
児
の
扱
い
方
、
も
く
浴
指
導
、
母

乳
に
つ
い
て

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
金
　
無
料

年
末
年
始
、
突
然
の
歯
痛
に
は
‥

轄
－
2

遭
質
中
軸
噛
料
医
師
会
の
休
日
霜
寒
桧
原
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
月
日
日
　
（
火
）
午
前
9
時

3
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
6
か
月
児

●
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

ハ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

大
腸
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

検
診
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
診
日
の
前
日
ま
で
に
保
健
衛
生
係
へ

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

出
血
の
有
無
を
見
る
簡
単
な
検
査
で

す
。
検
診
日
に
問
診
と
億
を
と
る
容
器

を
配
付
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
1
日
　
（
金
）
　
9
時
3
0
分

－10時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
町
民

●
料
金
　
五
百
円
　
（
検
診
日
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
健
康
手
帳

年
末
年
始
に
突
然
、
歯
が
痛
く
な
っ

た
ら
・
・
・
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
遠

賀
中
間
医
師
会
で
は
当
番
医
に
よ
る
休

日
急
患
診
療
を
行
い
ま
す
。

●
当
番
医
・
電
話

▽
1
2
月
2
9
日
　
（
水
）
＝
茂
山
歯
科
医
院

（
中
間
市
）
　
℡
　
（
2
4
5
）
　
4
0
6
1

▽
1
2
月
0
0
日
　
（
木
）
＝
一
－
一
宅
歯
科
医
院

（
中
間
市
）
　
℡
　
（
2
4
6
）
　
1
1
8
1

▽
1
2
月
3
1
日
　
（
金
）
＝
中
村
歯
科
医
院

（
中
間
市
）
　
℡
　
（
2
4
5
）
　
0
8
3
0

▽
1
月
1
日
　
（
土
）
　
1
－
未
森
歯
科
医
院

（
遠
賀
町
）
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
4
4
4
8

▽
1
月
2
日
　
（
日
）
＝
桃
園
歯
科
医
院

（
中
間
市
）
　
℡
　
（
2
4
5
）
　
0
2
0
5

▽
1
月
3
日
　
（
月
）
＝
沖
永
歯
科
医
院

（
水
巻
町
）
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
0
1
1
2

●
診
療
時
間
　
午
前
1
0
時
－
午
後
5
時

※
受
診
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
該
当
医

院
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

番
人
鵬
同
書
竃
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
1
月
に
柑
議
事
録
ま
す

遠
賀
中
間
医
師
会

遠
賀
中
間
医
師
会
の
老
人
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

訪
問
看
護
と
は
主
治
医
　
（
か
か
り
つ
け

の
医
師
）
　
の
指
導
の
も
と
看
護
専
門
職

で
あ
る
、
保
健
婦
・
看
護
婦
な
ど
を
派

遣
し
患
者
と
家
族
へ
の
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。

●
利
用
の
対
象
者
　
病
気
や
け
が
な
ど

に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
、
寝
た
き
り

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
「
老
人
医
療
受

給
対
象
者
」
で
、
主
治
医
が
必
要
と

認
め
た
人
ま
た
は
、
現
在
入
院
中
の

人
で
退
院
し
て
、
自
宅
で
療
饗
を
始

め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
な
ど

●
手
続
き
の
方
法
　
主
治
医
に
依
頼
す

る
か
、
直
接
老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
訪
問

調
査
後
、
看
護
内
容
や
回
数
な
ど
の

契
約
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

●
回
数
と
時
間
　
お
お
む
ね
月
四
回
。

一
日
一
時
間
三
十
分
以
内

●
費
用
一
回
に
つ
き
二
百
五
十
円
と

保
健
婦
・
看
護
婦
の
交
通
費
　
（
ハ
ス

運
賃
の
実
費
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
中
間
医
師
会
老

人
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
℡
（
2
0
2
）

3
5
0
4
－

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
唐
津
海

員
学
校
教
務
課
℡
0
9
5
5
（
1
2
）

0
0
2
6
0
0

な
が
ま
・
お
ん
が
女
性
大
学
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

●
定
員
　
約
百
人

●
開
設
期
間
　
1
月
1
9
日
か
ら
3
月
9

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
　
（
8
回
）
、

午
前
1
0
時
～
正
午
（
社
会
見
学
は
午

前
8
時
－
午
後
5
時
）

●
会
掲
　
中
間
市
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
在

住
の
女
性
で
、
継
続
し
て
学
習
で
き

る
人

●
内
容
　
「
や
さ
し
い
時
事
問
題
」
「
女

性
の
た
め
の
身
近
な
法
律
」
　
「
エ
イ

ズ
を
知
る
」
「
私
た
ち
と
人
権
」
な
ど
、

専
門
の
講
師
を
迎
え
て
の
学
習
や
グ

ル
ー
プ
討
議
、
社
会
見
学
。

●
受
講
料
‥
無
料
（
社
会
見
学
の
み
実

費
負
担
）

●
申
し
込
み
　
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
1
月
1
0
日
　
（
月
）

ま
で
に
、
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
提
出
（
申
込
書
は
社
会
教
育
課



遠賀町消防団
年末特脚嘗戒実施中

年の瀬のあわただしい時期こそ、

輯軸圃
新春をかざる遠賀郡内消防合同

出初式が、水巻町で開催されます。

郡消防署と各町の消防団が小隊訓

練や消防活動訓練などを披露しま

す。ぜひ、ご覧ください。

●と　き1月9日（日）

午前9時～正午

●ところ　水巻南中学校グラント

者 医 療 制 度

企業や公的機関を退職後、国保に加入し、現在年金を受けている70

歳未満の世帯主およびその被扶養者は、退職者医療制度の適用を受

けることになります。

退職被保検事本人 

被扶登竜 

年金証書を受け取ったら、14日
以内に世帯主は、役場国保年金係
へ所定の届書に年金服書を添えて
届1ナ出てください。

幅鵬圃岡田関西圏四日

診療を受けるときには、「国民健康保険退職被保険者証」を医療
検閲の窓口へ提示ください。医療機関に支払う一部負担金は次の
ようになります。

入院・通院とも

医療寅の2割

入院は医療費の2割
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安
全
で
燈
れ
雪
舟

楽
し
S
s
…

ゼ
ね
が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
部
－
ル
の

魅
力
㌔
葛
o

l
l
月
2
8
日
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
第
1
回
避
積
町
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
柔
ら
か
い
ポ
ー
ル

を
使
う
た
め
安
全
、
そ
し
て
軽

ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
、
だ
れ
も
が

楽
し
め
ま
す
。
勢
子
ヒ
チ
ー
ム
、

女
子
十
七
チ
ー
ム
の
約
百
三
十

人
が
参
加
。
和
気
あ
い
あ
い
と

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▽
準
優
勝
＝
緑
光
苑
▽
3
位
I
I
浅
水
A

女
子
の
部
▽
優
勝
＝
旧
ヤ
ン
グ
▽
準
優

勝
＝
織
光
苑
▽
3
億
－
－
広
濃
A

ウ
ナ
ギ
や
コ
イ
の
つ
か
み
取
り
は
毎
年
子
と
も

た
ち
に
大
人
気
〃

「
農
業
で
　
伸
び
る
ふ
る
さ

と
　
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
テ
ー

マ
に
日
月
2
8
日
、
芦
屋
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
場
で
、
遠
賀
部
農
業
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
農

水
産
物
の
即
売
会
や
バ
ザ
ー
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
早
釣
り
、
コ
イ

や
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り
な
ど

盛
り
た
く
さ
ん
の
内
容
で
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
農
畜
産
物
の

味
、
形
、
色
彩
な
ど
を
評
価
す

る
共
進
会
で
は
町
内
か
ら
多
く

の
方
か
人
貸
し
当
日
行
わ
れ
た

式
典
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。


